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JAにいかっぷ ピーマン
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軽種馬

黒毛和牛

管内の良食味米

新規就農者
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施設野菜･米
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軽種馬･畜産
すごい！



日高管内の気候は、積雪寒冷地である北海道にあって、比較的温暖で積雪量も少ないが、太平洋に面す

る沿岸地域と内陸部では差異が見られる。

沿岸地域では海洋性気候を示し、四季及び昼夜の変化は比較的少なく、降雪量も少ないが、降水量はや

や多くなっている。

一方、内陸部では大陸性気候の傾向を示し、気温の変化が大きく降雪量も多くなっている。

１．日高の気象条件

2．日高の農業の概要

３．日高の水稲栽培

日高管内の農業産出額は、令和4年は７２５億円（推計値:以下同じ）と前年に比べ6８億円上回った。 部

門別の割合は「その他畜産」（軽種馬を含む）が８５％を占め、次いで乳用牛及び肉用牛がそれぞれ７～９

％、野菜が８％となっている。

町別農業産出額では、新ひだか町が1８７億円と最も多く、次いで日高町、新冠町、浦河町、平取町、様

似町、えりも町の順となっている。野菜は施設園芸が中心で、新規参入者の受入も積極的に行われている。

軽種馬との複合経営や経営転換で導入された肉用牛経営は、日高管内全体で盛んに行われていて、道内

有数の黒毛和牛の生産地となっている。

（単位：千万円）＜町別産出額の構成（令和４年）＞＜令和４年度 農業産出額＞

日高管内の水稲は作付面積、生産量ともに昭和６０年の5,180haをピークに年々減少し、令和５年は

１，１１８ｈａと前年より約７０ｈａ減少した。付加価値を高めるため減化学肥料・減農薬など環境に優しい

農業に取り組んでいる。また、各町で地域の特徴を活かしたブランド米を栽培している。令和2年には日

高町のお米が全道ゆめぴりかコンテストで最高金賞を受賞し、食味の評価も高い。

＜町別水稲作付面積と収穫量（令和５年）＞

資料：令和4年市町村別農業算出額(推計) 「その他畜産」は「軽種馬」を含む
×：統計数値を公表しないもの －：事実のないもの ０：単位に満たないもの

資料：JA総会資料・北海道農林水産統計年報(水稲）
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町 米 野　菜 花　き 耕種他 肉用牛 乳用牛 その他畜産 合　計

日　高　町 32 84 0 8 113 244 1,352 1,833

平　取　町 48 305 - 7 67 53 117 597

新　冠　町 14 38 - 2 93 144 1,055 1,346

浦　河　町 3 24 x ｘ 50 20 1,212 1,309

様　似　町 2 15 - 1 4 7 235 264

え り も 町 - - - - 18 4 4 26

新ひだか町 20 57 x ｘ 142 72 1,585 1,876

合　計 119 523 x 18 487 544 5,560 7,251

町 戸数(戸) 面積(ha) 生産量(ｔ) 代表的なブランド名

日 高 町 21 314 1,560 馬舞米（うまいべ）

平 取 町 88 431 2,310 ニシパの恋人米

新 冠 町 20 136 673 判官伝説

浦 河 町 9 22 107 浦河特別栽培米

様 似 町 7 21 105 アポイ米

新ひだか町 51 194 958 万馬券・トキノミノル

合計 196 1,118 5,713



４．日高の施設園芸

５．日高の畜産

６．日高の指導農業士・農業士、新規就農者、農業生産法人

日高管内の畜産は軽種馬生産が中心で、軽種馬飼養戸数は減少傾向だが、頭数は増加している。

乳用牛・肉用牛は飼養戸数・頭数とも減少傾向である。

日高管内の施設園芸は、平取町のトマト、新冠町のピーマン、新ひだか町の花きとミニトマト、浦河町・様

似町のいちご、日高町門別の軟白長葱など、各町ごとに主力品目の振興を図っている。

＜町別家畜飼養頭数・戸数（令和５年）＞

日高管内には指導農業士・農業士が51名おり、新規参入者の支援等で活躍している。令和４年の新規

就農者は1２名で、Uターンと新規参入者が６名ずつとなっている。 近年、生産規模拡大により法人を設

立したり、法人化を検討する農業者が見られる。

＜JA別生産部会生産量（令和５年）＞

＜町別指導農業士・農業士（令和５年２月現在）、新規就農者（令和４年）、農業生産法人数（令和４年）＞

※花き生産量の単位は千本

資料：日高振興局農務課調べ

資料：日高振興局肉畜等調査
軽種馬統計

資料：JA総会資料及び普及センター調べ

　町
酪農戸数

(戸）

乳用牛

(頭）

肉牛戸数

(戸）

肉用牛

(頭）

軽種馬戸数

(戸）

軽種馬

(頭）

日　高　町 43 3,652 42 3,812 144 3,365

平　取　町 10 830 31 1,993 18 378

新　冠　町 40 2,008 31 1,683 117 3,016

浦　河　町 9 385 37 1,290 150 3,306

様　似　町 2 43 3 130 20 169

え り も 町 1 41 20 1,018 3 39

新ひだか町 19 1,151 72 4,623 190 4,330

　合　　計 124 8,110 236 14,549 642 14,603

農業所有適格

計 指導農業士 農業士 計 新規学卒 Uターン 新規参入 法人数

日 高 町 9 5 4 1 0 0 1 130

平 取 町 6 5 1 4 0 3 1 29

新 冠 町 6 3 3 0 0 0 0 109

浦 河 町 6 2 4 1 0 0 1 105

様 似 町 2 1 1 2 0 1 1 7

えりも町 1 0 1 0 0 0 0 5

新ひだか町 21 14 7 4 0 2 2 96

総　計 51 30 21 12 0 6 6 481

指導農業士・農業士会(人) 新規就農者数(人)
町

ＪＡ 品目 戸数(戸) 面積(ha) 生産量(ｔ) 生産額(百万円) ブランド名・品種等

門別 ねぎ（簡易軟白） 8 3.0 193 116 　美味ネギ君

トマト 148 101.9 10,813 3,698 　ニシパの恋人

きゅうり 36 5.8 504 206

にいかっぷ ピーマン 49 25.2 233 1,267 　にいかっぷピーマン

しずない ミニトマト 48 30.0 1,198 817 　太陽の瞳　

みついし 花き 58 22 6,348 832 　デルフィニウム他

ひだか東 いちご 40 5.8 193 391 　すずあかね・すずりっか

びらとり



環境と経営の見直しによる地域振興作物の安定生産
【対 象】新ひだか町

静内東別３農事組合地域 1０戸
【活動目標】①環境改善による作物の安定生産

②担い手の経営管理能力の向上

地域を支える担い手と経営体づくり
【対 象】様似町 田代地区 4２戸
【活動目標】①基幹作物の生産性と農業所得の向上

②地域の持続的発展に向けた担い手の確保 安定と地域農業の活性化

【担い手】
多様な担い手の確保・育成
法人化・経営合理化に向けた組織活動支援

【情報・クリーン・有機】
情報共有・活用の充実と情報発信の企画調整
安全・安心な農畜産物生産への意識の醸成
と取り組みの推進

【高付加価値化】
農畜産物の高付加価値化推進

地域重点普及活動 広域普及活動

水稲と施設園芸の労働力軽減と生産性の
高位平準化による地域農業の維持

【対 象】平取町 紫雲古津地区 8戸
【活動目標】①トマトの収量向上

②農作業省力化の推進
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日高農業改良普及センター本所
TEL 0146-42-1489 FAX 0146-42-2521
〒056-0005 日高郡新ひだか町静内こうせい町2-2-10

日高農業改良普及センター日高西部支所
TEL 01457-2-2055 FAX 01457-2-2918
〒055-0107 沙流郡平取町本町105－6

日高農業改良普及センターホームページもご覧下さい
http://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

日高農業改良普及センター

202４年度 活動体制


